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2023 年 2 月 8 日 

各 位  

会 社 名  ＡＧＣ株式会社    

代表者名 代表取締役社長執行役員 平井 良典 

（コード番号 5201 東証プライム） 

問合せ先 広報・ＩＲ部長 小川 知香子 

（ＴＥＬ．03－3218－5603） 

 

中期経営計画 AGC plus-2023 の進捗状況および 

長期経営戦略「2030年のありたい姿」実現に向けた取り組みについて 

 

ＡＧＣ（ＡＧＣ株式会社、本社：東京、社長：平井良典）は、昨年発表した中期経営計画 

AGC plus-2023 の進捗状況および長期経営戦略「2030年のありたい姿」の実現に向けた取り組みに

ついて、以下の通りお知らせします。 

 

＜AGCグループのグループビジョンおよび中長期の経営方針・経営戦略＞ 

 

 

１． 中期経営計画 AGC plus-2023 の進捗状況について 

当社は、2021 年 2 月に、長期経営戦略「2030 年のありたい姿」およびその実現のための中期経営計画

AGC plus-2023 を策定し、ポートフォリオ経営の推進による資産効率の向上に取り組んでおり、全社

ROCE（営業資産利益率）10％以上を目指しています。 
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AGC plus-2023 の 2 年目にあたる 2022 年度は、戦略事業、コア事業それぞれにおいて設定した主

要課題に取り組みました。戦略事業では、EUV 露光用フォトマスクブランクス（日本）や合成医薬品（ス

ペイン）、遺伝子・細胞治療向け CDMO（米国）の生産能力増強を決定し、エレクトロニクスやライフ

サイエンスを中心として積極投資を行いました。 

またコア事業では、東南アジアクロールアルカリ事業において、インドシナ半島事業会社の統合・大規

模生産能力増強（タイ）を決定し事業基盤強化に取り組むとともに、ガラス原料であるソーダ灰生産・販

売子会社（米国）の売却や自動車用ガラス事業の構造改革を実施しました。一方、クロールアルカリ製品

市況の下落や原燃材料価格高騰の影響を大きく受けました。 

 

AGC plus-2023 の最終年度となる 2023 年度も、引き続き各事業の主要課題に取り組みます。 

 

また、事業ポートフォリオ変革による営業キャッシュフローの拡大に加え、政策保有株式などの資産売

却により得たキャッシュを、戦略事業・成長事業への投資に重点配分します。 

なお、株主還元については、基本方針として「連結配当性向 40％を目安に安定的な配当を継続しつつ、

自己株取得を機動的に実施する」こととしています。この方針に則り、中長期的な財務健全性を維持しつ

つ、成長事業への投資機会を確保しながら、配当および自己株式取得を実施する予定です。 
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以上の取り組みの結果、本中期経営計画で掲げた財務目標について、当初（2021 年）発表時の目標数

値に対しては ROE を除き大幅に上回る見通しですが、昨年上方修正した目標に対し、営業利益及び ROE

は未達となる見通しです。 

 

＜財務目標＞ 

 2023 年度目標 
2023 年度 

見込 
2021 年発表 

（当初） 

2022 年発表 

（上方修正） 

営業利益 1,600 億円 2,300 億円 1,900 億円 

ROE 8% 10% 6.3% 

戦略事業 

営業利益 
700 億円 800 億円 800 億円 

D/E 比率 0.5 以下 0.5 以下 0.5 以下 

 

 

＜事業セグメント別業績イメージ＞ 
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２． 「2030年のありたい姿」実現に向けて 

＜AGCグループの創出したい経済的・社会的価値＞ 

当社は 2021 年に発表した「2030 年のありたい姿」実現のために、「サステナビリティ経営の推進」と

「事業ポートフォリオ変革」に取り組むことで、社会的・経済的価値の両立による成長を目指しています。 

＜「2030年のありたい姿」の実現に向けた取り組み＞ 

① 事業ポートフォリオ変革 

当社は、2016 年 2 月に発表した前長期経営戦略「2025 年のありたい姿」において、既存事業を「コア

事業」、成長事業での新事業群を「戦略事業」と定義しました。以来、コア事業の深化と戦略事業の探索

による「両利きの経営」の推進を通じて、市況変動に強く、資産効率・成長性・炭素効率の高い事業ポー

トフォリオの構築を目指しています。また、現在の長期経営戦略「2030 年のありたい姿」では、事業ポ

ートフォリオ変革の方向性を明確にし、取り組みをさらに加速することを宣言しています。 
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市況変動に強く、資産効率・炭素効率ともに高い戦略事業（エレクトロニクス、ライフサイエンス、モ

ビリティの各事業）ついては、引き続き積極拡大に取り組むことで成長を加速し、2024 年度に営業利益

1,000 億円を目指します。 

 

コア事業については、成長事業と位置付ける化学品でこれまでの拡大投資が奏功し、また建築ガラスで

北米事業の譲渡など構造改革が進展した結果、両事業の資産効率・安定性はポートフォリオ変革の取組み

前（～2016 年）から大きく向上しました。一方、オートモーティブ、ディスプレイは収益性・資産効率

に課題を残しています。 

化学品・建築ガラスにおいてこれまでの取り組みを継続するとともに、オートモーティブにおいて価格

政策変更や欧州生産拠点・生産ラインの統廃合を行います。またディスプレイにおいては、低収益のサイ

ズのガラス基板から撤退し大型パネル用ガラス基板に集中するなど、生産ラインの統廃合を含めた抜本

的事業構造改革を進めます。これらの取組みにより、コア事業全体のさらなる収益向上と安定化を目指し

ます。 

 

以上の戦略事業・コア事業の取り組みにより、2030 年度に全社営業利益 3,000 億円を達成し、炭素効

率・資産効率の高い戦略事業の割合を 50％超とすることを目指します。 
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② サステナビリティ経営の推進 ～人財と企業文化の継続的な進化～ 

当社は、創業者である岩崎俊彌が創業の精神として「易きに馴染まず難きにつく」「人を信じる心が人

を動かす」を掲げたように、115 年にわたり「人財」を大切にしています。創業以来培ってきた「チャレ

ンジ」を奨励する企業文化のもと、従業員 1 人ひとりが持てる能力を最大限に発揮し、その総和により強

い組織を作り出し、事業目標や組織目標が実現されたた結果、競争優位性を築き、会社と個々人の成長を

生み出してきました。 

現在もチャレンジを奨励する文化のさらなる追求を経営の最優先事項に位置づけ、CEO による国内外

の従業員との対話など経営陣が様々な活動にコミットすることで、この企業文化の継続的な進化を目指

します。 

とりわけ日本の社会課題となっているジェンダー関連では、女性活躍にかかわる目標として 2030 年の

女性役員（取締役及び監査役）比率 30%、女性執行役員比率 20%などの数値目標を掲げ、その達成に向

け個別育成計画に基づく育成プログラムの実施など様々な施策を推進しています。 

また、多様な人財が個々人の能力を最大限に活かす環境を整備するため、2022 年に CEO を議長とす

るダイバーシティ・カウンシルを設置しました。目標達成に向け、ダイバーシティ推進施策を加速します。 
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当社は、競争優位性の維持・発展に従業員エンゲージメントは不可欠という考えのもと、従業員エンゲ

ージメント向上活動を行っています。2022 年にグループ全従業員を対象として実施した調査では、前回

調査（2019 年）に続き、全ての項目でエンゲージメントスコアが改善しました。2030 年までにグローバ

ル好業績企業平均と同等のエンゲージメントスコア達成を目指し、今後も様々な活動に取り組みます。 

 

AGC グループは、ポートフォリオ変革とサステナビリティ経営の追求により「2030 年のありたい姿」

を実現し、社会的価値・経済的価値の創出を通じて、世の中、お客様・取引先様、従業員、投資家の皆様、

将来世代など全てのステークホルダーに様々な価値をプラスします。 

  以 上 


